１　教育目標及び子ども像、育成を目指す資質・能力
	教育目標
[bookmark: _Hlk192689785]　人と　学びと　社会と　つながる学校

	

	目指す子ども像
　つながる　（ＣＯＮＮＥＣＴ）
　みとめる　（ＡＣＣＥＰＴ）
　しなやかに（ＢＥ　ＲＥＳＩＬＩＥＮＴ）

	育成を目指す資質・能力
[bookmark: _Hlk193705248]仲間とともに学び合うことで、協同的な生き方を身につける。
互いに語り合い認め合うことで、自信をもって活躍する力を育む。
ひとり一人の興味関心を入り口に、社会への関心を広げていく。


２　学校経営方針
	目指す学校像
だれもが心地よい風を感じながら自分らしく生活できる学校
＊生徒が安心して集団生活を送る練習ができる「居場所」を目指す。
今日を楽しんで過ごし、明日を楽しみに下校できる学校
＊学びや体験を通して、広い世界への好奇心を大事にすることを目指す。
「仲間になれる人」「仲間になれる自分」を見つけられる学校
＊互いに語り合い、互いの話を聴き合うことで、自他を肯定する力を育む。

	目指す教職員像
＊豊かな感性とやわらかな心で生徒や保護者の困りに寄り添うことができる。
＊生徒の声に耳を傾け、自由な発想と想像力をもって、新しい「学び」の場を創造できる。
＊互いに語り合い、互いの話を聴き合う組織の一員として、楽しんで働くことができる。

	具体的な取組
１．洛風の目指す教育
洛風中学校は、不登校の経験をもつ生徒が､人や社会と「つながる（ＣＯＮＮＥＣＴ）」力､　相手や自分自身を｢みとめる（ＡＣＣＥＰＴ）｣力､｢しなやかに（ＢＥ　ＲＥＳＩＬＩＥＮＴ）」生きる力を育む学校である。将来にわたってひとり一人がよりよい人生を送るために、人としっかり関わり、他者だけでなく自分自身も受け入れながら、社会に参加する自信を身につけることを目指す。そのため、同世代の人とのかかわりや本校特有の柔軟で多様な教育活動を通じて、生徒が「仲間になれる人」「仲間になれる自分」を見つけ、自己肯定感を高めることを常に意識する。最終的には自分自身の強みや特性を理解した上で、進むべき進路を選択していくための動機付けを日常的に意識して行う。
教職員は、生徒が集団の中で生活することの喜びを実感できる支援を行い、一人一人の資質・能力を伸ばすことのできるよう、常に生徒に寄り添いながら支援や働きかけを行う。
　不登校については、特別な状況下で起こるのでなく「どの子にも起こり得る」ととらえる。本校での学校生活を通して、自身の不登校経験を見つめ直し成長する機会となるように、そこにかかわる大人も含めてとらえなおしのための働きかけを行う。不登校をマイナスイメージとして捉えるのではなく、自分や家族の生き方、学校や教職員のあり方と向き合うための必要な時間としてとらえ、生徒だけでなく家族も含めて大切にしていきたいと考える。そのための出発点として、不登校になったからこそ出会えた友達の存在を、折に触れて気付かせていきたいと考える。
　子どもたちの人格形成や生きる力の育成のためにも、子どもたちが本来持っているやる気や願いを大切にし、集団の中で同世代の他者を認める・他者に認められる経験を通して自己の可能性に気付き、社会への関心を抱く力を育てる。教職員はひとり一人の成長を見守り、程よい距離感を守りながらかかわっていきたい。
　ひとり一人の学ぶ意欲が、社会へと広がっていくためにも、多様な他者とのかかわりの中で自分自身の個性に気付くことを念頭に、生徒の人間関係をうまくつなげ、自身の強みや特性を発揮しながら社会に向けて主体的に歩みだせるような支援を実現したい。
　そのためにも、本校での学習の実践は、
　　　＊　生徒が心を開いて自らを語り、互いが聴き合う場
[bookmark: _Hlk193703411]　　　＊　生徒が自信を取り戻すための多様な体験の場
を意識的に作ることが必要である。一人一人の成長や困りに合わせた学びと育ちの場を、生徒、保護者、洛風の教職員スタッフが、ともに語り合い、聴き合うことから創造していくことを目指している。自分自身の「物語」を相手がしっかり聴くことは、相手の存在を認め、受け入れることと同義であると考える。また、自身の興味関心の幅を広げ、好奇心をもって世界に目を向けるきっかけとなるような多様な体験活動を通して、敢えて失敗や困難の経験と併せて克服する経験を重ねながら、生徒が自分に自信をもてる場を意識的に設定していく。具体的な特色として、以下の６点を挙げる。
1 柔軟な教育課程を編成
2 少人数の集団でグループ活動を取り入れた授業
3 主体的・対話的な活動を意識した授業の工夫
4 民間団体や大学などと連携した体験活動や、京都の特性を活かした芸術や文化に触れる機会
5 スクールカウンセラーを中心とした教育相談体制、総合育成支援員等の支援体制の配備
⑥　子どもたちが安心して過ごせる縦割りの学級編成
２．生徒サポート体制　
（１）教育相談体制の充実　
　生徒が学ぼうとする気持ちを大切にし、心の安定を図るために、生徒や保護者に寄り添い、不安や悩みを共有し、その解消に向けた教育相談体制の整備を図る必要がある。そこで、洛風中学校ではスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、総合育成支援員、洛風パル（心理学系インターンシップ）、学生ボランティアの配置など、教職員と共に多くの大人の目で生徒を見守る体制を整備し、授業者＋αの見守り体制を全ての授業において実現する。生徒からのサインを的確に受けとめるチャンスを逃さず、みんなで支えあうチームワークを軸に相談機能の充実を目指す。
また、個々の子どもの困りごとの多様な背景を適切にとらえ、生徒指導、教育相談や特別支援の対応のあり方を共通理解できるように、職員間の情報交換を通して常に共有を心がける。子どもたちの安心感を常に意識し、「誰もが心地よい風を感じて生活できる洛風中学校」として、教職員も生徒も日々洛風をよりよくすることを目指す。基本とする指導の在り方として以下の３点を挙げる。
1 生徒の問題行動や課題を、個人の性格や意思・努力によるものではなく困りごとと捉える「見る目・感性」を大切にする。
2 スタッフ全員が、生徒全員の担当であるという意識で生徒と関わり、多くのスタッフの目で一人の生徒を多面的に捉え、率直に意見交換することを大切にする。
3 あたたかい雰囲気やおだやかな態度で子どもを見守り、話に耳を傾け、適切な助言をするなど、生徒とのふれあいを大切にする。
（２）スクールカウンセラー（ＳＣ）やスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の活用 
①教職員へのコンサルテーション及び研修指導、学校運営の指導助言
②生徒へのサポート及び生徒、保護者の相談活動
③保護者及び「カウンセラーを囲む会（名称の変更を検討中）」への支援
（３）総合育成支援員、洛風パル（心理学系インターンシップ）、学生ボランティアの活用 
①子どもの心に寄り添うとともに、健全な青少年モデルとしての役割
②子どもの目線に立ったきめ細やかな学習支援
（４）こどもパトナとの連携 
　生徒理解を基本としたカウンセリングと生徒指導の総合力を活かした活動を展開するべく、カウンセリングセンター・生徒指導課・ふれあいの杜と積極的に連携する。教育相談による支援はもとより、日常生活を行うにあたって人として守るべき社会的な規範などといった「枠組み」についても、生徒がその本質を理解し、行動できるよう徹底した指導を仰ぐ。また、不登校相談支援センターやふれあいの杜とは、施設面の共有等も含め転入学に係わる運営面や生徒指導面でも積極的に連携し、生徒の生活背景について情報共有を図っていく。昨今の不登校の多様な現状に合わせて、本校への登校刺激として、あるいは段階的な登校に向けた支援策として、各課との連携を積極的に模索していく。
（５）生徒指導課・不登校相談支援センター及び洛友中学校との連携
　不登校相談支援センターとは、各ふれあいの杜の活動状況とも合わせて、日常的に不登校相談に関わる生徒の状況を共有し、アセスメントや対応の共通理解が図れるようにする。洛友中学校とも連携して、全市的な視野に立って不登校対応について研修を進めたい。また、各地の不登校特例校への視察や、合同研修の機会も積極的に設けることを通じて、各校の教職員の困りを共有し、よりよい学校づくりに役立てられるような交流の機会を探る。
（６）保護者との積極的な連携
　不登校の子どもたちの学びと育ちの場を創造するには、子ども、保護者、教職員相互の協力が必要である。また、不登校によってその機会を奪われてきた保護者に対しても、学校教育の支援というPTA活動の経験の場を提供し、学校との健全な関係を経験していただくことを目指す。そのため、保護者が抱える子育ての不安や悩み、それぞれの経験を語り合い、共有できる場としての「カウンセラーを囲む会（名称の変更を検討中）」や、ウィング懇談会を実施、保護者どうしのつながりを持てる機会を年数回予定している。
（７）学校運営協議会との連携　
　めまぐるしく変化する子どもたちを取り巻く社会情勢において、不登校の社会のとらえ方も大きく変化した。子どもたちが学校での教育活動を経て自信をもって社会へ踏み出せるために、より専門的で今日的な指導・助言を頂きながら、学校運営にアドバイスをしていただく。
（８）大学、高校及び地域の学校との連携
　職場体験をはじめとする様々な体験学習や普通科・職業科・定時制・通信制など上級学校の様々な学びの形の実際に触れる機会をもつことが将来展望への動機付けになると考える。そのため、職場や大学・高校との連携や交流を深める。子どもの状況に配慮しながら、地元の学校との連携をし、当該生徒の支援のみならず、不登校生徒全体への指導・支援の拡大が図れるようにしたい。
（９）ボランティアの活用
　野外活動や芸術関係など、様々な分野から地域や民間団体、ボランティアの協力を得て、柔軟で幅広い創造的で体験的な教育活動ができるようにする。


　





















[image: 水, 鳥, 山, 飛行機 が含まれている画像

自動的に生成された説明]令和７年度スクールビジョン(教育構想図）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
京都市立洛風中学校　　　
学校教育目標　
　　   　人と　学びと　社会と　つながる学校
目指す生徒像  
つながる　　　 みとめる　 　しなやかに
（CONNECT） （ACCEPT） （BE RESILIENT）

[image: テーブル, コーヒーテーブル が含まれている画像

自動的に生成された説明]
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自動的に生成された説明]



ひとり一人の興味関心を入り口に、社会への関心を広げていく。
仲間とともに学び合うことで、協同的な生き方を身につける。
互いに語り合い認め合うことで、自信をもって活躍する力を育む。






目指す学校像


だれもが心地よい風を感じながら自分らしく生活できる学校
＊生徒が安心して集団生活を送る練習ができる「居場所」を目指す。
今日を楽しんで過ごし、明日を楽しみに下校できる学校
＊学びや体験を通して、広い世界への好奇心を大事にすることを目指す。
「仲間になれる人」「仲間になれる自分」を見つけられる学校
＊互いに語り合い、互いの話を聴き合うことで、自他を肯定する力を育む。
柔軟な教育課程の編成・カリキュラム・マネジメント




　　　　　　　　　　　
生徒が心を開いて自らを語り、
互いが聴き合う場
・少人数集団を基本とした学習活動
・縦割りの学級集団（Wing）活動
・個に応じた見守り体制の充実
・クロスカリキュラムの実現（創造工房・科学の時間）
・段階的な登校支援の工夫（メープル登校等）
生徒が自信を取り戻すための
多様な体験の場
・京都の特性を活かした芸術やものづくり体験
・生き方探究チャレンジ体験
・高校・専門学校への見学
・自然体験（花背山の家合宿など）
・係活動・よりよく委員会の活性化

　　　　　　　　　　　　　　　





サポート体制の充実









教職員・保護者・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー
総合育成支援員・洛風パル（心理学系ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ）・学生ボランティア
　　　　　　　　　　　　　　保護者・教職員の連携の推進　







　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　不登校相談支援センター・ふれあいの杜・洛友中学校



他の特例校等との交流  
・視察、合同研修の企画

こどもパトナとの連携  
・生徒指導課
・カウンセリングセンター
・ふれあいの杜

　　協力者によるサポート  
・学校運営協議会　・民間団体
・外部講師・各種事業所
・大学、高校、専門学校
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